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おたんじょうび
おめでとうございます

7月うまれの
おともだち

雨上がりの雲間から降り注ぐ陽光に、夏本番の訪れを感じる季節となりました。
先日は、幼児クラスにおいて、「保育参観」にご参加いただきありがとうございました。子どもたちが園で過
ごす様子をご覧いただき、ご家庭とはまた違った一面を感じていただけたのではないでしょうか。
「答えがすぐ見つかる時代」だからこそ育てたい「考える力」
AIが進化し、スマートホンやパソコンを使えば、必要な情報や答えをすぐ調べられる便利な時代になりまし
た。しかし、その一方で、自分で考えることや、他者と話し合う機会が少なくなっているとも言われていま
す。
AIがどれだけ進化しても、人は自分で考え、相手の気持ちを理解し、自分の思いを言葉で伝えながら、助け合
い、協力していくことの大切さはこの先も必要で、変わらないと思います。
実際に、PISA（ピサ）の学力調査では、日本は総合的には高い学力を維持していますが、国語では文章を読む
力は高い一方で、その意味や情景、登場人物など深く読み取る力には課題があるとされています。
そのためには、知識を身に着けることだけでなく、「考える力」「伝える力」「人の話を理解する力」を育む
ことが、これからの時代にはますます重要になります。こうした力の土台となるのが乳幼児期です。
子どもが「なんだろう？」「どうして？」と、興味や関心を持ち、自分で考えたり、試したり、友だちや大人
と関わる体験を積み重ねることで、探求心や思考力、コミュニケーション力が育ちます。こども園では、一人
ひとりの「やってみたい！」という気持ちを大切にし、子どもたちが主体的に学び、考え成長できる環境づく
りに力を注いでいきたいと考えています。

今、育てているのは「心の根っこ」です！
子どもたちの成長は、とてもゆっくりで、一人ひと

りペースが違います。「まだできない」と、思うので
はなく、「昨日より少しできるようになったね」そん
な視点で見ていくと、毎日の中に、たくさんの成長が
見えてきます。

子どもたちの「やってみたい！」を大切にしなが
ら、一緒に未来に繋がる力を育んでいきましょう！

　地域とのつながりの中で育つ子どもたち！
　今年も4・5歳児が三島神社の祭礼でお神輿を
担ぐという経験をさせていただきましたことに心
より感謝申し上げます。地域の伝統行事に参加さ
せていただくことで、子どもたちは多くの人と関
わりながら協力することの大切さや、地域との繋
がりの温かさを感じることができたようです。

個人名の公表は差し控えさせていただきます。



日 曜 行事予定
1 水 身体測定(5歳)

2 木 身体測定(4歳)

3 金 身体測定(3歳)

4 土

5 日

6 月 身体測定（0・1・2歳児）
7 火 七夕の会

8 水 体育指導（3・4・5歳）
保育参観(5歳2組)

9 木 すくすく広場/園見学会

10 金
なつまつり

11 土

12 日

13 月 杉アート（5歳）

14 火 0歳児健診
避難訓練

15 水
スポーツプロジェクト（5歳）
集金(教・延・預・ス)　　　　5歳児園Tシャツ

16 木 誕生会
集金(教・延・預・ス)

17 金 1学期終業式（幼児）
小学校へのかけはし懇談会（5歳）　　　　　

18 土 夏季休業始（短）　

19 日

20 月 海の日　　　　　

21 火
幼児個人面談週間
プレママ体験

22 水

23 木 プレ保育体験
24 金
25 土
26 日

27 月 卒園児交流→8/7まで

28 火 乳児個人面談週間
園見学会（AM）

29 水
30 木
31 金

お知らせページ

＜7月の予定＞

　　　　　　　　引き取り訓練について

大規模震災発災の場合を想定し園児を確実に保護者に引き渡す
為に引き取り訓練を行います。年に1度の大切な訓練ですので
是非ご協力の程よろしくお願いいたします。
　【日時】9月1日（火）　13：30発令　
当日KINDY保護者連絡にて引き取りの要請を流します。
公共の交通機関を利用せず来園出来るお迎え方法をご家族で
話し合っておいてください。
詳細は別途配信いたします。

＜8月の予定＞

  4日(火)　0歳児健診
　　　　　身体測定（乳児）
　　　　　園見学会(PM)
　　　　　すくすく広場
05日(水)　身体測定  (5歳)
06日(木)　身体測定（4歳）
  7日(金)    身体測定（3歳）
0　　　 　

　

  21日(金)  避難訓練
  25日(火)  園見学（AM）
  28日(金)  誕生会
　　　　　夏季登園日(短)
　　　　　集金(教・延・預・ス・P)

　　　　  夏季休業中の預かり保育について

　短時間保育は7月18日（土）より8月31日（月）まで夏季休
業に入ります。
∇夏季休業中は預かり保育のお迎え時間と場所が一部変更にな
ります。
9：00~14：00（区分E）のお迎え→玄関外アプローチ前で引
き渡し（現行と同様）
9：00~16：00（区分F）9：00~18：00（区分G）をご利用い
ただき15：00以降お迎えの場合→玄関のホワイトボードのクラ
スマークマグネットがおいてある保育室までお迎えをお願いし
ます。
∇ロッカーは使用しません。水筒、上履き、プールカード、
プールバッグを持参、制服、園リュックを着用して登園してく
ださい。

　　　　　　　　　夏季登園日について

8月28日（金）は短時間児も長時間児も全園児が登園する夏季
登園日です。8月の誕生会を行います。是非元気な顔を見せて
ください。
短時間児登園　9：00
短時間児降園　3歳　13：45
　　　　　　　4歳　14：00
　　　　　　　5歳　14：10

　　　　　　　　かけはし懇談会について

小学校への円滑な移行を目指し、就学前懇談会を開催します。
「小1プロブレム」などの不安を解消し、安心して入学を迎える
ための大切な機会です。ぜひご参加ください。 

　　　　　【日時】7月17日（金）　13：00～
　【対象】5歳
　【場所】フリールーム

　　　　　　　　　　なつまつりについて
10日（金）に子どもたちの日頃の遊びの延長としてお祭りごっ
こを行います。当日は浴衣や甚平を着用して登園しても結構で
す。必ず記名したものを着用してください。　　　　　

　　　　　　　　　制服お譲り会について
　今年度は卒園児の皆さんの制服もお譲り会に提供していただ
けるように夏季の交流会から提供品を集めます。在園児の皆さ
んもサイズアウトしたものなどございましたらご協力をお願い
いたします。



クラスページ

0歳児　ひよこ組

4歳児　きりん組

5歳児　ぞう組

3歳児　うさぎ組

2歳児　ぱんだ組

1歳児　こあら組

●養護　○教育～6月のクラスの様子～ ～7月のねらい～

　 汗ばむような日が続き、夏の訪れを感じるようになってきました
が、子供たちは元気いっぱい体を動かし楽しんでいます。進級当初
はボールが怖く感じたり、友達とボールの取り合いをしていたドッ
ヂボールもそれぞれに 目 標 を 持 ち、 繰 り 返 し 楽 しんでいます。ま
た、チームで 戦 うことも 楽 しめるようになり、「 外 野 が 良 い 人 い
る?」とチーム内で声を掛け合い、解決しようとする姿も見られるよ
うになりました。友 達と気 持ちがすれ違ってしまうときもあります
が、自分の気持ちを伝える・相手の気持ちを受け止める大切さを引
き続き、遊びの中で伝えていきたいと思います。

●汗の始末や衣服の調節、水分補
　給、食事など夏の生活の仕方を
　身に付けられるようにする。
○目的をもって遊びを考え工夫して
　いく中で、友達と協力することや
　譲り合うこと、意見を共有してい
　くことの大切さを知る。

　気候の変化を感じる季節となりました。室内の環境や保育者に
すっかり慣れ、毎日をのびのびと過ごしています。つかまり立ちや
伝い歩きが盛んになり、少しずつ歩けるようになると、嬉しそうに
拍手をしたり笑顔を見せたりしています。また、友達への興味も芽
生え、顔を見合わせて笑ったり、同じ玩具で一緒に遊んだりする姿
も見られるようになりました。7月は暑さを感じやすい季節となるた
め、こまめに水分補給や着替えを行い、沐浴や水遊びを行いながら
快適に過ごせるようにしていきたいと思います。

●十分に食事や睡眠をとり、元気に
　過ごせるようにする。

〇水遊びを行い感触や心地よさ、楽
　しさを味わう。 

 　段々と夏の暑さに切り替わっている日々ですが、気温の高さを感
じさせないくらい元気いっぱいの子供たち。園庭でも室内でも友達
とのかかわりが盛んになり、友達の名前を呼んでお互い微笑み合っ
たり、手を繫いで歩くことに喜びを感じたりしながら過ごしていま
す。6月は初めてのお散歩にも出かけ、戸外での活動を積極的に行い
ました。7月は汗ばむ日も増えてくることと思います。水遊び等の夏
らしい遊びと並行し、子供たちの様子を見ながら清拭やシャワーを
行い、心地よく夏を過ごせるよう援助していきます。

●個々の体調を考慮し、十分な休息　
を取り過ごせるようにする。 

〇夏ならではの感触遊び(水、氷、　
泥等)を楽しむ。

　さわやかな陽気の中、子供たちは元気に園庭を走り回り、ダンゴ
ムシやアリを見つけては、じっと観察しています。これまでは自分
の世界で遊ぶことが多かった子供たちですが、最近は同じ空間で行
動を共にするなかで、「一緒でおもしろいね」という気持ちを共有
し合う姿が見られるようになってきました。今は、玩具の貸し借り
で「かして」「いいよ」のやりとりを練習しているところです。7月
は水に触れる機会を多く設け、水の冷たさや感触を肌で感じなが
ら、夏ならではの遊びを存分に楽しんでいきたいと思います。

●汗をかいた時は、シャワーや清拭
で体を拭く等清潔にし、暑い時期
でも心地よく過ごせるようにす
る。

〇夏ならではの遊びを通して、様々
な感触に触れたり、見立て遊びを
楽しんだりする。

　気候の変化が多く、室内での活動が多くなってきましたが、リズ
ム体操等を通して、保育者や友達と一緒に体をたくさん動かしなが
ら、元気いっぱいに楽しむ姿が見られています。少し恥ずかしがり
ながらも笑顔で踊る姿もあり「〇〇踊りたい！」と意欲的に取り組
みました。また、衣服の着替えや水分補給を自分から行う姿が増
え、暑い季節の生活に必要な習慣が身につき始めました。7月も厳し
い暑さが予想されますが体調に充分配慮し、水遊びやプール活動等
の夏ならではの活動を楽しんでいきたいと思います。

●安心して生活をする中で、自分の
　気持ちを保育者や友達に伝えられ
　るようにする。
〇好きな遊びを通して、友達と一緒
　に遊ぶことの楽しさを知る。

　生活の中での見通しを立てることができるようになり時間を決め
て完食しようと頑張る姿が見られるようになりました。ゆっくり食
休みをした後の園庭遊びでは大好きな虫探しなど、この季節ならで
はの自然に触れて楽しんでいます。7月には、七夕にプール遊び、夏
祭り等子供たちが楽しみにしている行事や活動がたくさん待ってい
ます。季節の移りかわりを子供たち自身が感じられるようにしつ
つ、水遊びでは安全に十分に配慮しながら、暑い季節を楽しんで過
ごしていきたいと思います。

●水遊びのルールや熱中症予防に
　ついて知り自ら気をつけようと
　する。

〇安心感を持って生活をし、活動に
　参加できるようにする。



保健ページ
暑い日が続くようになり、熱中症が心配な季節となりました。体が暑さ
に慣れていない梅雨明けや、急激に気温が上がった日は特に注意が必要
です。園では水遊びやプールが始まり、体力の消耗も激しくなります。
水分補給や体調管理に気をつけながら、暑さに負けない体づくりを心が
けましょう。

6月の感染症
手足口病　　　　　  11名
突発性発疹　　　　　 1名 
溶連菌感染症　　　　 1名
感染性胃腸炎　　　　 1名
      　　　2026.5.21~6.29

夏に多い皮膚トラブル

健康教育（うさぎ・きりん・ぞう組）
～歯を大切にしよう～

▶歯磨きがなぜ大切なのか話しました。
①虫歯にならないように
②体の中にバイキンが入らないように
　バイキンが体の中にはいると･･･

　　のど→風邪　　　　　　　筋肉→腕や足が痛くなる　　肺　→息が苦しくなる
　　頭　→頭が痛くなる　　　お腹→お腹が痛くなる
③元気な歯でしっかりよく噛むと、唾液が出てバイキンをやっつけることができる

虫刺され
乳幼児は、大きく腫れたり水疱になったりして、驚かれた経験をお持ちの方もいるかもしれません。
蚊に刺された時は、すぐに流水で洗って冷やし、薬を塗って様子を見ましょう。
・こども園では、流水で洗って冷やして様子を見ています。
あせも
汗腺が詰まることで皮膚に炎症が起こってできる細かな発疹です。痒みを伴うため、
汗をこまめに拭いたり着替えたり、シャワー浴をしたりとスキンケアをすることで
予防・改善が期待できます。
・こども園では、汗をたくさんかいた後は、汗を拭いて着替えています。
とびひ（伝染性膿痂疹）
虫刺されやあせも、傷などを触ったり引っかいたりすると、細菌が繁殖して皮膚の表面に付着し、皮
膚がただれたり水疱ができたりします。痒みも強く、搔きむしることで更に感染が広がっていくので
注意が必要です。とびひが疑われる場合は、範囲が広がる前に受診することが大切です。
・もし、とびひになったら、患部を包帯やガーゼできちんと覆って登園してください。プール活動
は、完全に治るまではお休みになります。

夏のこども園の屋外活動の目安

暑さ指数（WBGT) 注意事項 こども園での活動の目安
危険（31℃以上） 外出はなるべく避け、涼しい室内に移動する 屋外活動はしません

厳重警戒
（28～31℃未満）

外出時は炎天下を避け、室内では室温の上昇に
注意する

屋外活動は15分以内
活動の前後に水分補給します

警戒
（25～28℃未満）

運動や激しい作業をする際は定期的に充分に休
息を取り入れる

活動前に水分補給し、15分毎
に水分補給しています

注意（25℃未満） 一般に危険性は少ないが激しい運動や重労働時
には熱中症が発生する危険性がある

15分毎に水分補給して活動し
ます

※プール活動は、水温32℃以上で中止としています

病後児保育のご案内

　お子さんが病気の症状から回復していても、もう少し様子を見たい。
でも仕事があるし…。そんな時に利用できます。
事前の登録が必要ですので、内容をご確認ください。

　　　　　　　　　　　　　　※台東区ホームページ　「病後児保育について」 →



先月の食育の様子

7月の献立について
　7月の目標は「夏野菜を食べよう」です。夏野菜には、紫外線から身を守るために必要な抗酸化作用をもつ
栄養素が豊富に含まれています。また、水分やカリウムを豊富に含むものが多く、体温を下げる効果も期待
されます。水分補給を十分に行い、夏野菜を多く取り入れて、暑い夏を乗り越えていきましょう。

季節のおすすめレシピ

【きのこのあんかけ丼】

材料(2人分)　     
ご飯：丼ぶり２杯分　　　　　　　　　　　　　鶏卵：80ｇ　　　　　
サラダ油：小さじ1
人参：25ｇ　　　　　かつお昆布だし：40ｇ　　玉ねぎ25ｇ　　　　　
上白糖：小さじ1
生椎茸：12ｇ　　　　濃口醬油：小さじ2　　　えのきたけ
：6ｇ　　  みりん：小さじ1
舞茸：10ｇ　　　 　   清酒：小さじ1
ぶなしめじ：10ｇ　　生姜：少々
青ねぎ：0.6ｇ　　　   片栗粉：少々

　　　　

作り方
1.ご飯を炊く。
2.卵を焼く。

【きのこあん】
1.鍋に油をしき、具材を炒める。
2.調味料を加え煮立たせる。
3.味が整ったら水溶き片栗粉を入れとろみをつける。

虫 歯 予 防デーにはカミカミランチを提 供しまし
た。3.4.5歳児には、当日の昼食にカルシウムを含
む食材を紹介しました。かむ回数など質問に対し元
気よく答える子供たち。真剣に話を聞く様子も見ら
れ、普段の食事の中でもかむということの大切さを
伝えていきます。

　　　　　　　　　七夕献立

 七夕は7月7日の夜に願いを書いた短冊や飾りを笹の葉につる

して星にお祈りをする日です。園では七夕そぼろ丼やオクラとツ
ナのねばねばサラダ、きらきら七夕そうめんにお星さまがたくさ
ん入った献立を提供していきます。

食育ページ

太陽の光をたっぷり浴びた「夏野菜」は、色鮮やかでみ

ずみずしく、子どもたちの元気な体を作る栄養が詰まってい

ます。

　野菜の好き嫌いは、まずは「見る」「触る」「匂いをかぐ」 と

いった経験を重ねるだけで、子どもの食育になります。調理

前の野菜に触れて「面白いな」と感じることが、苦手克服の

第一歩につながります。買い物に行った際、「どれが一番お

いしそうかな？」とお子さんに野菜を選んでもらうのもおす

すめです。ぜひ、ご家庭で楽しい「夏野菜タイム」を過ごして

みてくださいね。

　家庭でできる食育「夏野菜を観察してみよう」

 ３歳児クラスで梅シロップ作りを行いました。
梅を楊 枝で刺して砂 糖を溶けやすくする作 業で
は、真剣な表情で集中して行っていました。その
後、氷砂糖と梅を交互に詰めて皆で「あまくなー
れ！」「おいしくなーれ！」とおまじないをかけ
ました。完 成したらかき氷にかけて食べることを
伝 えると「はやくたべたい！」と 楽 しみにしてい
る様子がありました。

スタミナ食材が入り、食欲UP！
これを食べて
暑い夏を乗り切ろう！

～かみかみランチ～ ～梅シロップ作り～

　　




